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XSLの仕様について

XSL（Extensible Stylesheet Language）仕様は、Webの普及と標準化を進めるW3C（World Wide Web
Consortium）が、XML文書を綺麗にレイアウトして組版するための仕様として開発したものです。

XSL仕様の開発は、1998年から始まりましたが、途中で XSLTや XPathの仕様を切り離して別の仕

様として勧告するなど、長期にわたる開発過程を経て 2001年 10月 15日に XSL Version 1.0が W3C
勧告となりました。

XMLには、普通、文書内容のレイアウトの情報がありません。これはコンピュータで自動処理す

るのには良いのですが、人間が内容を理解するためにはあまり向いていません。普通の人間にとって
は文章は、見出し、本文などにレイアウトした上で表示して欲しいものです。XMLをレイアウトす

るための標準的な方法はスタイルシートを使うことです。方法は 3通りあり、この間に関連性が大き

く、CSS2の仕様は XSLにも反映されています。

・CSSスタイルシートを使う。

・XMLから HTMLに変換して、ブラウザで確認する。

・XSL（XSL-FO）技術を使う。XMLを XSL-FOに変換して XSL-FO組版エンジンで表示、印刷す

る。

HTML仕様と XSL-FOの仕様の関係。HTMLが画面の上で情報を閲覧する目的で設計されているの

に対し、XSL-FOはページの概念をもつ媒体（紙、PDF）に対して情報を綺麗にレイアウトして出力

するものです。

HTMLを閲覧するツールがWebブラウザで、XSL-FOを印刷するツールが XSL-FO組版エンジンで

す。この２つは、競合関係にもありますし、画面出力と印刷出力という補完関係にもあるといえま
す。

XSLを使った表示/印刷のステップ

XSLを使った XMLの表示/印刷は次のステップで行われます。

XSL組版エンジン

XSL-FOインスタンスは、コンテンツにフォーマッティング・オブジェクトとプロパティでレイア

ウト指定を施した文書です。同じ XSL-FOインスタンスを異なる XSL-FO組版エンジンで処理した結

果は、大体、同じ組版結果になります。(1)

アンテナハウスでは、XSL V1.0仕様に準拠した組版エンジン「XSL Formatter V2」を 2002年１月

から全世界で販売しています。
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Antenna House XSL Formatter V2.3
・プラットフォームはWindows95/98/Me/NT4.0/2000/XP。近く、Solaris、Linux版も出荷予定。

・Windows版は ActiveXコントロールの組版エンジンと、それを制御するユーザーインタフェー

ス・プログラムから構成されています。組版エンジン部はコマンドラインや VBScriptから COM
経由で使用できるインタフェースを備えています。サーバーでも使用できます。

・Windows版では、組版結果は Windows画面かプリンタに出力します。Acrobat Distillerをプリン

タとして指定して印刷し、PDFを作成することもできます。

・独自開発の PDF出力エンジンを使用すれば自力で PDFファイルの生成も可能です。PDFオプ

ションは、接続数無制限のサーバ上でお使い頂けます。フォントの埋め込みもできますので、世
界中に流通する PDFを作成できます。

・Window版は、TIFF、JPEG、BMPを初めとする主要なラスター・イメージ、EPSの表示、印刷、

PDFへの埋め込みができます。SGV、MathMLをプラグインを使ってレンダリングして埋め込む

こともできます。

世界の XSL-FO組版エンジンの比較

世界には、XSL-FO 組版エンジンが幾つかあります。主要なものは、アンテナハウスの XSL
Formatter V2.3と RenderXの XEPの２つです。次に、2002年 11月 16日に Yahooの XSL-FOグループ

に投稿された「XSL-FOの実装比較」と題するメールをご紹介しましょう。

Message: 1
   Date: Sat, 16 Nov 2002 11:14:48 -0600
   From: "W. Eliot Kimber"　<eliot@isogen.com>

Subject: Evaluating XSL-FO Implementations

[I have cross-posted this to the xsl-list and to xsl-fo@yahoogroups.com.
I have started using XSL-FO@yahoogroups.com exclusively for my posts on
XSL FO, but I thought this message needed a wider audience.]

At XML 2002 I will be delivering a paper on the suitability of XSL FO
for production-quality composition. As part of that effort, as well as
an ongoing aspect of my job as an XML systems integrator and as a
developer of an XSL FO course, I have been doing deep evaluations of all
the XSL FO implementations that I know of. As a side effect of that, I
often post here with responses of the form "Implementation X does Y".

I thought it would be useful to the community to list the
implementations I'm working with and their current status with respect
to FO features implementated and extensions provided. In particular, I
don't want anyone to think that I am priveledging any implementation in
any way--my job as an integrator requires that I understand all the
available options so that I can make the best recommendations to my
customers. ISOGEN is (or soon will be) partners will all the vendors who
produce XSL FO implementations--we have no vested interest in any
particular implementation and, as a matter of company policy, fiercly
guard our product neutrality.

In addition, my focus is on production-quality systems, so I am focused
on value, as opposed to cost. That causes me to prefer depth of features
over license cost--that is more features implemented at a higher cost
may reflect higher value than fewer features at a lower cost. Also, when
implementing a production system, the license cost for software is often
the smallest single cost, far outweighed by the cost of integration,
configuration, and maintenance. This means, in particular, that the

(1) 一般に２つの組版エンジンの組版結果を完全に一致させるためには、和文では禁則処理、欧文であれば

Hyphenationのアルゴリズム等を含む行組版の方法を完全に一致させる必要があります。XSL-FO仕様では、行組

版のアルゴリズムまで規定しているわけではなく、組版エンジンの実装者に任されています。例えば、ページ数
の多い文書を組版する場合、禁則処理の違いで文字の改行位置が異なり、そのために、行数が変わって、結果的
に総ページ数まで異なってしまうことがあります。
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implementation that implements the most features sets the bar for all
other implementations, regardless of license cost. It also means that
once a set of implementations implement all the useful features of FO,
that they will be competing almost entirely on the quality of their
extensions, performance, maintainability, platform support, and customer
service.

Implementations I know of, listed in order of feature completeness:

- XSL Formatter, Antenna House (www.antennahouse.com). Currently Windows
only. Free evaluation version available.

- XEP, RenderX (www.renderx.com). Pure Java. Free evaluation version
available.

With the 3.12 release of XEP, XSL Formatter and XEP are very closely
matched for features and extensions. With a few small exceptions, it is
possible to write style sheets that will give nearly identical results
from both implementations. And with just a little bit of conditional
processing, one can write a style sheet that will generate extended FO
for either product given an input parameter that specifies the target
implementation. The main difference here is how support for PDF bookmark
generation is implemented.

All of my testing to date has been with these two products simply
because they implement the most features and allow me to create working
examples of almost every feature for use our FO course.

- Epic 4.3, Arbortext (www.arbortext.com). Multi-platform (Windows,
various Unix. No Linux). Fairly complete implementation that is
constantly being improved. Suffers from constraints imposed by the
underlying FOSI-based composition engine. Arbortext has announced the
intent to provide a revamped composition engine in their 5.x version,
due middle of 2003. Possible to create style sheets that will work with
Epic, XEP, and XSL Formatter.

Have started testing Epic using the samples and examples developed for
the FO course.

The remaining implementations, listed below, have yet to implement a
number of FO important features. Of these, only FOP is really usable for
any kind of production work--that is, it implements enough FO features
to be able to satisfy many layout requirements and what it does it does
well enough.
--中略--

In the works:

- Adobe Document Server. I'm told by Adobe that they are in the process
of developing an FO implementation on top of Framemaker+SGML that will
be part of the Adobe Document Server product sometime around the end of
2002. Don't know anything more about it. Framemaker+SGML certainly has
all the composition features one would need to implement FO rendering
semantics--the trick will be interpreting the FO spec and providing good
performance. Could be an interesting solution, especially for existing
Adobe customers who would like to start using FO.

Cheers,

Eliot
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XSL仕様の意義

既存の方法は
XMLを組版する方法は大きく分けると次のようになります。

・DSSSLなどの SGML印刷ツールを使用する。

・組版ソフトの XMLインポート機能を使って XMLを組版ソフトに取り込んで組版する。大日本

スクリーンの AVANAS PageStudio、モリサワのMC-B2、アドベント社 3B2など。

・ FrameMakerなどの構造化文書エディタに XMLをインポートして XMLを組版する。

既存ツールの問題点

主要ツールの問題

DSSSLは、ISOで標準化された SGMLの変換とレイアウトの処理仕様です。従って世界標準と言

えますが、仕様が複雑なため、商用プロセサは実質的に日本のネクスト・ソリューション社製しか存
在しません。その他、フリーのソフトもありますが、商用利用には無理と思われます。従って、実質
的にベンダ依存です。

AVANAS BookStudio、MC-B2は優れた日本語組版機能を持っています。日本語の XML文書を組版

するのには適切と思いますが、一番大きな問題は価格が高く、日本語専用であるということでしょ
う。後で述べるように XMLは、全世界をひとつのマーケットとみなすグローバル・スタンダードで

す。日本語専用で、価格が高いシステムというものは XMLの世界では早晩通用しなくなると考えら

れます。XSL-FO組版エンジンは世界の市場を対象に開発、販売しているものですので、価格も世界

標準です。

3B2は、英国のアドベント社の製品です。アドベント社は 1980年央から、Unix上で文書組版ソフ

トを開発、販売しており、欧米のマークアップ、多言語の組版のニーズをもつ出版社等に多くの実績
があります。しかし、日本でのビジネス展開はうまくいっていないといわれています。3B2 では

XMLを読んでレイアウトを付加して組版できますが、純粋な XMLアプリケーションではないためデ

ータのマルチユースの際に、後加工が必要になると言われるなど XMLとの親和性が完全ではないよ

うです。なお、アドベント社は、2003年 8月のバージョンで XSL-FOに対応すると予告しています。

FrameMakerは 7.0が出荷開始になりました。7.0から FrameMakerサーバが商品に加わり、サーバ上

での自動組版が可能になりました。しかし、残念ながら FrameMakerサーバも、スタイルシートは

FrameMaker独自の技術である EDDを使っています。また、FrameMaker7.0でも、欧米系の 1 バイト

系の言語と日本語しか保証しておらず、多言語組版機能では遅れています。私見ですが、
FrameMaker7.0は時代に遅れていると考えています。

スタイルシートの相互運用性の問題

XMLにはレイアウト情報がないため、どのような組版ソフトであっても、XMLの要素に対してレ

イアウト指定するためのなんらかのスタイルシート（あるいは、スクリプト）を作成することは必須
です。

スタイルシートの作成は、レイアウト指定が高度・複雑になれば、それなりに時間がかかります。
また XMLの構造をそのままレイアウトするのではなく、組版の前に XMLの構造変換することも必

要になります。その例が、目次や索引の作成です。ドキュメントが XMLになっていれば、目次や索

引は自動的に作成できますが、これは XMLの構造変換にあたります。

DTPと XML組版の根本的な違いは、XML組版ではスタイルシートを予め開発し、バッチ処理で大

量のデータを処理することにあります。しかし、このスタイルシートの作成は、だれでもできるもの
ではありません。DSSSLのスタイルシートは、ほとんどネクストソリューションしかできないと思わ

れますし、同社はスタイルシートを高額で請け負っているようです。
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また、3B2は本体も高価格で、そのうえ、スタイルシートの開発費も高くつくと聞いています。結

局は、ベンダ依存のためスタイルシートを開発する技術者が少なく、それが高価格に繋がることにな
ります。

スタイルシートには大きなコストが掛かります。DSSSL、3B2、FrameMakerという 3種類の組版ソ

フトが混在してしまえば、ばらばらに学習し、開発し、ばらばらにメンテナンスしなければなりませ
ん。スタイルシートに相互運用性のない組版エンジンを採用すれば、スタイルシートの開発とメンテ
ナンスが非常に大きな投資になります。

XSLのメリット

標準仕様である

XSL-FO仕様は、W3Cという Webの標準化に大きな影響力をもつ団体が定めた標準仕様です。特

定のベンダのみの独自仕様ではなく、だれでも実装することができます。既に述べたように、既存の
商用製品は厳しい競争を行っています。さらに、アドビも 2003年 4 月には日本で XSL-FOプロセサ

機能ももつドキュメント・サーバを発売する予定です。アドベント社も 2003年 8 月の次期バージョ

ン・アップで、XSL-FOをサポートする製品を出す予定です。今後、多数のベンダからサポートする

製品が出てくることが期待されます。

これは、当然の事ながら、市場において優勝劣敗の厳しい淘汰がなされ、優れた製品のみが生き残
るだろうということです。そして、仮に敗れたベンダの製品を使っていても、別のベンダの製品に乗
り換えることが簡単にできます。

XMLから XSL-FOへの変換は XSLTスタイルシートを使って行いますが、XSLTスタイルシートも

また W3Cの標準仕様です。Eliot氏が既に確認した通り、XSL-FOプロセッサが異なっても、相互運

用の可能なスタイルシートを記述することができます。

欧米のユーザ、特に多くの企業にコンサルティングを提供している人達は、このことに気が付いて
いて、ベンダ独自仕様からの脱却を強く志向しています。これが、欧米の専門家が XSL-FOに注目と

期待を寄せている最大の理由です。

コンテンツとスタイルの分離

さて、XMLと XSLのメリットの中で一番大きなものは、コンテンツとスタイルの分離にあると考

えています。コンテンツとスタイルを分離することで、たとえば、次のようなことができます。

・ひとつのソースから、一覧表と一葉毎の帳票のようにまったく異なる見栄えの出力を得ることが
できます。

・相手により大きな文字で印刷物を出力したり、レイアウトを変更できます。

・データベースから必要なデータを XMLで取り出して、XSLでレイアウトを与えることでダイナ

ミックな出力に簡単に綺麗なレイアウトを与えることができます。

・コンテンツをデータベースから取り出したデータで自動的に作成し、それを結合、分離、ツリー
変換などの加工を施して、最終成果物の内容を組み立てた上で、レイアウト情報を外側から与え
て印刷することができます。

コンテンツとレイアウトの分離により情報を自在にコンピュータで加工することができるようにな
るわけです。

TeX
バッチ処理の組み版エンジンとして有名なものに TeXがあります。TeXと比べたとき、

XML+XSLの大きな違いは、TeXではコンテンツとスタイルが完全に分離されていないのに

対し、XML+XSLではコンテンツとスタイルが完全に分離されていることでしょう。

自動組版に最適な仕様

もうひとつ見逃してはならないのは、XSL-FOは自動組版に最適な仕様ということです。これは後

述します。
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XSL-FOとは

XSL仕様は、「フォーマッティング・オブジェクト」（FO）と呼ぶ、ページ書式の表現、文書の段

落、表、リストなど、組版のための様々な種類のオブジェクトを定義します。ページサイズやフォン
ト・ファミリー名、フォント・サイズ、行の高さ、などは FOのプロパティとして定義しています。

XSL仕様ではひとつの組版対象を XSL-FO文書として表します。XSL-FO文書は、XMLファイルで

次のような構造をもちます。

XSL-FO文書の全体構造

組版の対象となる FOには上述のように様々なものがありますが、もっとも頻度が高く使われるも

のが段落オブジェクト fo:blockです。次の図は、fo:blockの例です。

段落オブジェクトの設定例

XSL-FOの機能説明

XSL仕様を使うことで、次のような専門的な印刷技術に基づいて XMLをレイアウトすることが可

能です。また、

・ページの書式は fo:simple-page-masterで定義する。ページはヘッダ領域、フッタ領域、左右のサ

イドバー領域、本文領域（fo:region-before）に分かれ、各領域の大きさを指定できる。
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・ fo:region-bodyには段組を指定できる。段組には全段抜きの指定ができる。

・標準の欧文横書きのみでなく、日本語の縦書きやアラビア語、ヘブライ語のような右から左へ書
き進める言語の文字進行方向や表のセル進行方向を簡単に指定できる。 この指定は、本文領域全

体のみでなく、表に指定すれば表のカラムや行の進行方向を変えることもできるし、表のセルの
中だけで指定することもできす。

・ fo:layout-master-setを使って、さまざまなページ書式（fo:simple-page-master）の出現順を規定し

て、切替ができる。左右ページの書式切り替え、先頭や最後のページの書式切り替えなど。

・文字配置（インデント、ジャスティフィケーションなど）、行の高さの決定方法の変更、段落と
段落の間の間隔を自由に制御できる。

・ keep-togetherによる段落間の改頁や改段の抑制、または break-before/afterによる改頁や改段の強

制指定ができるなど自動組版向きの機能が豊富。

・ fo:marker、fo:retrieve-markerを使って爪、柱の機能を使える。

・ fo:footnoteで脚注を作成したり、before-floatでページの先頭にオブジェクトを配置できる。

・ side-float機能を使えば、グラフィックスを本文テキストの両脇に配置し、テキストをグラフィッ

クスの縁に回り込ませることができる。

・ページ番号を自動生成する fo:page-number、オブジェクトの置かれたページ番号を参照する fo:
page-number-citation機能があり、目次、索引の作成が簡単。

・ fo:basic-linkにより文書内、文書外へのリンクを定義できる。ビューアでこれを実装して、文書内

外へのリンクを実現したり、PDFにリンクを埋め込むことができる。

・目次や索引のための fo:leader機能があり、目次の見出しとページ番号の間のリーダ等を自動的に

引ける。。

・Unicodeとの整合性が高い。特に fo:bidi-overrideという Unicode-BIDI処理のための機能を定義し

ており、国際化時代の仕様となっている。

XSL Formatter V2.3のご紹介

- 9 -



XSL Formatterの応用例

次に、XSL Formatterの応用例をいくつか挙げます。

月刊情報誌のページ組版

概要

項目 データ

ユーザ名 Druck & Media GmbH（http://www.druck-media.de）

ライセンスタイプ XSL FormatterV2（Client版）Corporate License

稼動開始時期 2002年 10月

開発会社 MID/Information Logistics Group GmbH（リセラー）

ドイツ Cologne所在の法律関係の中堅出版社が、月刊誌「GesR GesundheitsTecht（健康と法律）」誌

を創刊するにあたり、組版と印刷を担当する Druck & Media GmbH社は、広告を除く全ページのペー

ジ組版を行うツールとして XSL FormatterV2.2を採用しました。

運用

この雑誌は、画像をまったく使っていなくて文章のみですが、XSLで自動組版したものとしては、

複雑なレイアウトに属します。フォントは、出版社の独自フォントです。XSLTスタイルシートは、

MIDが開発しました。ドイツ語の TeXハイフネーション辞書をつかって、ハイフネーションしてい

ますが、V2.2はハイフネーションの頻度が不足していたため、ソフトハイフンを手で追加入力しまし

た(2)。 創刊号は 2002年 10月 21日に発行されましたが、XSL Formatterで組版したページを PDF出力

オプションで PDFに出力して印刷・製本したました。出版社の要求するレイアウトは、3B2の対話式

組版機能に基づくものであったため、出版社の要求するレイアウトを自動組版で実現するのに苦労し
たようです。出版社の方は、完全に自動化した組版とページ・レイアウト・プロセスの必要性をまだ
認識していないが、印刷会社の方は満足しているとのことです。特に、2段組で脚注を内側に集めて

いますが、XSL V1.0仕様の脚注の機能と異なるためこの部分に手作業が残っているようです。

XSL Formatter選定の理由

印刷会社から、新雑誌を新しい技術をつかって、完全に自動化した組版とレイアウト・プロセスで
行いたいと考えて出版社に提案しました。この印刷会社はドイツで一番最初に 50種類のルーズリー

フ出版物を SGMLと Datalogics社の組版ソフト（Pager）で印刷した会社として有名な会社です。MID
と印刷会社は共同で出版社の承認を得られるレイアウトとスタイルシートを開発しました。

(2)XSL FormatterV2.3メンテナンス・リリース（11月 1 日）にて、ハイフネーション頻度を増やす改良をしま

した。
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GesR GesundheitsTecht 創刊号 1頁

After Sales Information System

概要

項目 データ

ユーザ名 Sorman Information AB（スウェーデン Vaxijo）の After Sales Information Systemに

組み込んで再販売。

ライセンスタイプ XSL FormatterV2 OEMライセンス

稼動開始時期 2002年 8月

開発会社 Sorman Information AB（OEMパートナー）

XSL Formatter V2.3のご紹介
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Sorman After Sales Information System（SAIS）について

SAISは Sorman社が欧州の自動車メーカ、電機メーカ向けに受注製作しているシステムです。製品

を販売した顧客の満足度を高め、ブランド力の強化、顧客との長期に渡る関係の構築のためのシステ
ムです。SAISは、次のシステムからなります。

・情報・ドキュメントを蓄積するサーバ

・ PDM、ERP、CRMなどから必要な情報を取り出す API

・アフター・セールス情報を制作するためのクライアント

・プロジェクト全体を管理する管理用端末

・コールセンター用のクライアント・システム

・顧客がWebやMobile端末で情報を取り出して見ることができるようにする配信システム

SAISでは、XMLの利用により、対象グループが必要とする情報を取り出して、紙、CD-ROM、イ

ンターネットによる情報配布等、多チャンネルの情報配信が可能です。

XSL Formatterの選定理由

欧州では紙へ印刷して保存することが法律で定められているものが多いため SAISにとって印刷と

PDF化は必須です。 ドキュメントは、断片的に XMLツリーでできていて、それを組み合わせてレポ

ートを作成して紙に印刷したり、PDF化します。

従来、 SAIS では FrameMaker+SGML、または、 Epic/E3 を使って PDF 化をしていました。

FrameMaker+SGMLでは EDDを開発しなければならず、Epic/E3の場合は、FOSIによるフォーマット

指定を行います。これらはベンダ独自の異なるスタイル付け技術のため、Sormanの開発者は標準技術

である XSLによるフォーマット指定を待ち望んでいました。XSL Formatterの OEMとなることで、

同社の販売する SAISに XSL Formatterと PDF出力オプションを組み込んで納品することが可能にな

り、標準技術を使って安価なシステム構築ができるようになりました。

MSDS（Material Safty Data Sheet）発行管理システム

概要

項目 データ

ユーザ名 JSR株式会社

ライセンスタイプ XSL FormatterV2サーバライセンス

稼動開始時期 2002年 9月

開発会社 JNTシステム株式会社（リセラー）

本システムは化学製品を購入した顧客に過不足なくMSDSを提出することを目的とするシステムで

す。

MSDSは、化学製品の取扱説明書のようなもので、以下に挙げるような情報が記述されており、製

品を購入先への提出が一部義務付けられています。

・製造者（社）に関する情報

・製品に何が含まれているか

・製品/成分の、物理/化学的性質

・危険有害性に関する情報

・飲んでしまったら/目に入ったら/皮膚に付いたら、どう対処するのか

・火がついたら/こぼれたら、どう処置するのか

・取り扱うときに/保管するときに/棄てるときに/運ぶときに、留意する点

・関連法規制や参考文献等
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ひとつのMSDSは大項目が 16あり、各大項目は中項目、小項目と分かれていて記述すべき内容が

決まっています。MSDSは、どのような成分がどれだけ含まれているかによって記述ボリュームが変

わりますが、本システムではひとつあたり 4ページから 8ページの文書となります。各項目は文章情

報や表からなり、可変の長さになります。

運用

製品別のMSDS内容データは、別途、用意されてデータベースに格納されています。営業担当者が

顧客別に提供するべき MSDSをシステムに問い合わせ、印刷を要求することによって、製品別の

MSDS内容データが顧客情報、システム情報とマージされてWebブラウザでプレビューできます。営

業担当者の確認後、印刷指示により、XSL Formatterがサーバ上で組版を行い、結果をプリンタに出力

します。フォーマットの基本は 1種類ですが、若干のバリエーションがあり、これは XSLTで変換す

るときにコントロールされます。

システム構成図

XSL Formatter選定の理由

・MSDSが、伝票/帳票と云った定型文書ではない為、ダイナミックに印刷物を得られるツールを探

していた。

・画面でのプレビューは必須の機能であるために、ワンソースマルチユースの仕組みを実現した
かった。

・電子文書化の要請もあり、同じ仕組みを使っての PDF生成が可能とみられた為（採用時、「PDF
出力オプション」は未発売。）

・XSL自体は、W3Cで制定された「由緒正しい」規格である為、将来的にも安心できる。

・機能差の無い試用版が入手できたため、充分な評価が可能であった。

・製品版の値段も安く、導入に際してのハードルにならなかった。

XSL Formatter V2.3のご紹介
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XSL Formatterによる自動組版

自動組版自体は、特に新しいものではありません。QuarkXpressのような代表的 DTPソフトでも

CSV、XMLを読み込んで自動組版することができます。この場合、AppleScript等のスクリプト言語

を使って、アプリケーションがデータを読み込む動作を制御します。日本語組版ソフトもスクリプト
を使って、XMLを初めとする外部ファイルをインポートして自動的にページ組版する機能をアピー

ルするものも珍しくありません。

従来の自動組版ソフトと比較して、XSLによる自動組版には特に次の特徴があると考えます。

・XSL-FOの仕様上、テキストのボリュームが可変で、出来上がるページ数も可変になるような書

類、文書を組むための機能が充実しています。XSL-FOの仕様の設計者は、自動組版を強く意識

しています。

・XMLを組版して出力するまでのプロセスがシームレスであること。すなわち、XSLTによるツリ

ー変換、XSL-FOプロセサによるページの生成、PDF出力という一連の流れがシームレスに操作

できます。これは、アプリケーションを作成する面からは簡単にシステムを作ることができるこ
とを意味しています。

・コンテンツとレイアウトが完全分離されています。そしてコンテンツである XML の加工を

XSTLによるツリー変換や DOMプログラミングという標準手法で行うことができます。このこ

とから、コンテンツの生成、更新、変更をダイナミックに行い、それに応じて組版出力を直ちに
得ることができます。

・XSL-FOプロセサはサーバ上で動作すること。XSLFormatterV2.3は、現時点でWindowsサーバ専

用ですが、現在、マルチプラット・フォーム化しています。アンテナハウスは Solaris版と Linux
版を 2003年第一四半期に出荷開始する予定です。

・インターネット、イントラネット・サーバ上で PDF の出力ができます。PDF 出力は、Acrobat
Distillerを使うこともできますが、Distillerのサーバ・ライセンスは高価です。XSL Formatterは
自力で PDFを生成するエンジンとして「PDF出力オプション」を持っていますので、無制限接

続のサーバ上で、XML組版を行い PDFを返信するシステムを簡単に、かつ、安価に構築できま

す。
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多言語組版について

XMLと多言語組版

多言語の製品説明書を、同時進行で作成するのに XMLと XSL技術が有効です。特に、XSLは国際

化を念頭において設計された仕様になっています。アンテナハウスの XSL-FO組版エンジン XSL
Formatterは、V2.3で世界で初めて、日本語や英語、西欧の言語のほか、中国語、韓国語、アラビア

語、ヘブライ語、タイ語のような言語までを含む XMLを組版して PDFを作成できる機能を備えまし

た。

多言語組版の予備知識

文字と言語

言語は文字によって記述されます。言語をコンピュータで扱うためには、まずその前提として、言
語を表記する文字を扱うことができなければなりません。

1980年代から 1990年代までのパーソナル・コンピュータの OSは、各地域別の文字コード表に基

づいていたため、OSの上で動作するアプリケーション・プログラムも地域別でした。例えば、日本

語 WindowsMeまでは、OS 内部ではシフト JIS（JISX0201と JIS X0208）でテキストと文字処理を

行っています。このため、WindowsMeで動くアプリケーションでは、A with diacresis：Ä、O with
diacresis：Ö、U with diacresis：Ü などのラテンの特殊文字を正しく処理するのが容易ではありませ

ん。これらの文字は日本語の半角カタカナと文字コードがぶつかってしまうためです。

Unicode
現在では、Unicodeが単一のアプリケーションで全世界のあらゆる言語の文字とテキストを取り扱

う基盤を与えています。Unicodeの 1.0.0版は 1991年 10月に発行されましたが、その後、10年以上

に渡り改良されてきました。また、Microsoftを初めとする主要な OSやアプリケーション・ソフトウ

エアのメーカが Unicodeを採用することで、その勢力を広げてきました。現在、Unicodeの最新版は

3.2版で約 300の言語を扱えるという。

Unicodeは単に符号化文字集合を定義するだけではありません。Unicode文字データベースによって

文字毎のを進行方向、Unicode Line Breaking Propertiesで禁則文字など文字の改行特性、UnicodeBIDI
で双方向性処理、など、テキスト処理の各種の基準を定義し、アプリケーション・プログラムを作成
時に参照となる実装を提供しています。

フォント

言語をコンピュータで処理する時の次の基盤はフォント技術です。実際に使えるフォントがなけれ
ば、組版をすることもできませんし、その結果を画面に表示したり、印刷できません。次の表は
Microsoft Windows2000/XPに標準で添付されているか、あるいは、インターネットで無償ダウンロー

ドできるWindows2000/XP用のフォントのリストです。

この中で、Arial Unicode MS は、Unicode の全域をカバーする唯一のフォントですが、まだ

Unicode2のレベルであって、Unicode3.2の全文字は揃っていませんし、また、必ずしも品質は良くな

いという欠点があります。しかし、言語別にみれば欧米の言語、スラブ系言語、日本語、中国語（繁
体字、簡体字）、韓国語、アラビア語、ヘブライ語、タイ語等については TrueTypeまたは OpenType

（TrueTypeフォーマット）のフォントを無償で揃えることができます。もちろん、デザインを重視し

た場合、このようなフォントのみでは不足ですが、技術説明書、製品のサービス説明書などの用途で
は十分実用的でしょう。

フォント・ファミリー カバーする主要な文字 入手方法 分類

Arial Unicode MS Unicode V2全文字 Office2000/XP etc. Sans-serif
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フォント・ファミリー カバーする主要な文字 入手方法 分類

Arial Latin,Greek,Cyrillic,Arabic,
Hebrew

2000/XP Sans-serif

Courier New Latin,Greek,Cyrillic,Arabic,
Hebrew

2000/XP Monospace

Lucida Console Latin,Greek,Cyrillic 2000/XP Monospace

Lucida Sans Unicode Latin,Greek,Cyrillic,
Hebrew,記号類

2000/XP Sans-serif

Microsoft Sans Serif Latin,Greek,Cyrillic,Arabic,
Hebrew, Thai

2000/XP Sans-serif

Tahoma Latin,Greek,Cyrillic,Arabic,
Hebrew, Thai

2000/XP Sans-serif

Times New Roman Latin,Greek,Cyrillic 2000/XP Serif

Vernada Latin,Greek,Cyrillic 2000/XP Sans-serif

Arabic Transparent Arabic 2000/XP Sans-serif(Latin), Cursive
(Arabic)

Traditional Arabic Arabic 2000/XP Sans-serif(Latin), Cursive
(Arabic)

Sylfaen Latin, Greek, Cyrillic,
Armenian, Georgian

XP Serif

MS Hei Simplified Chinese IE5, Global IME5 Monospace(Latin), Sans-
serif(Chinese)

MS Song Simplified Chinese IE5, Global IME5 Monospace(Latin), Serif
(Chinese)

SimSun Simplified Chinese XP Monospace(Latin), Serif
(Chinese)

MingLiU Traditional Chinese 2000/XP Monospace(Latin), Serif
(Chinese)

PMingLiU Traditional Chinese Office2000 Serif

Mangal Devanagari 2000/XP

Palatino Linotype Greek Poliytonic 2000/XP Serif

Shruti Gujarati XP

Raavi Gurmukhi XP

David Hebrew 2000/XP Serif

David Transparent Hebrew 2000/XP Serif

Fixed Miriam Transparent Hebrew 2000/XP Monospace

Miriam Hebrew 2000/XP Sans-serif

Miriam Fixed Hebrew 2000/XP Monospace

Miriam Transparent Hebrew 2000/XP Sans-serif

Rod Hebrew 2000/XP Monospace

MS Gothic（ＭＳゴシッ

ク）

Japanese 2000/XP Monospace(Latin), Sans-
serif(Japanese)

MS Mincho（ＭＳ明朝） Japanese 2000/XP Monospace(Latin), Sans-
serif(Japanese)

Tunga Kannada XP

Batang Korean 2000/XP Serif
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フォント・ファミリー カバーする主要な文字 入手方法 分類

Gulim Che Korean IE5, Global IME5 Monospace(Latin), Sans-
serif(Korean)

Estrangelo Edessa Syriac XP

Latha Tamil 2000/XP

Gautami Telugu XP

MV Boli Thaana XP

Angsana New Thai 2000/XP Serif

Cordina New Thai 2000/XP Sans-serif

IrisUPC Thai 2000/XP Sans-serif

PDF技術

多言語組版のもう一つの推進要素は PDF技術でしょう。多言語の説明書を組版することができて

も、それを紙に印刷して持ち歩かなければならないということでは、全地球をカバーする電子化時代
には間に合いません。

紙を電子化した媒体である PDFができたことによって、多言語の組版結果をインターネット経由で

どこにでも送信したり、CD-ROMなどの電子媒体で流通させることができるようになりました。

重要なことは、PDFにフォントのアウトラインの埋め込みができるようになったことです。国境を

越えて PDFを流通させたり、アラビア語やタイ語を組版して PDF化した場合は、アウトラインを埋

め込んでいない PDFには実質的に意味がありません。PDFにフォントのアウトラインを埋め込んで

流通させることができることで、多言語組版が名実ともに実用になりました。

XMLと XSL技術

XMLと XSLは、Windows、Unicode、フォント、PDFという多言語組版の基盤技術の上に構築され

ます。

XML
XMLは多言語の文書のコンテンツを表現するのに最適でです。その理由は、

・XML は、UTF-8、UTF-16という Unicodeベースの符号化方式を標準として採用しています。

従って文字コード変換をすることなく Unicodeテキストを扱えます。

・XMLでは文書ファイルを分割して作成したり、あるいは、画像ファイルは外部ファイルとして

置くことができます。この仕組みを使って、文書作成時にいろいろな言語の文書で異なる部分は
別ファイルとして作成、共通の部分は一つとし、画像はすべての言語で共通にするというような
構成として、組版時にパーツ文書を組み立てて最終形にするような方法が取れます。

・ひとつで世界のあらゆる言語を扱える WYSIWYG編集ソフトは、Microsoft Wordしかありませ

ん。これに対して、多言語を扱うことのできるテキスト・エディタは、Windowsの NotePadや、

UniPadなどがあります。XMLはテキストファイルなので、必要に応じてテキスト・エディタを

使って記述することができます。

XSL
XSLは、次の点で国際化を考慮した仕様です。

Writing-mode
文字の進行方向と行の進行方向を指定できます。ページレベルで日本語の縦書き、あるい
は、アラビア語のように文字を右から左に書く言語用に使う他、表に指定すれば表のセルの
列と行の進行方向を指定できます。

UnicodeBIDIと fo:bidi-override
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ラテン・アルファベットや日本語のような左から右へ記述する文字と、アラビア文字やヘブ
ライ文字のように右から左へ記述する文字が混在すると、文字の進め方が曖昧になることが
あります。多言語混交の問題解決のために、Unicodeでは UnicodeBIDIという処理方法を定

めています。XSLでは fo:bidi-overrideを使って UnicodeBIDIを制御できます。

言語別の組版ルールについて

XSLは、既述のように組版の対象となるオブジェクトを、文字レベル、インライン・レベ

ル、ブロック・レベル、リスト（箇条書き）、表、リンクなどのダイナミック・オブジェク
ト、ページの領域（本文、ヘッダ、フッタ、サイドバー、あるいは、脚注領域、前方フロー
ト領域、サイド・フロート領域）などで定め、それぞれについてのレイアウトや修飾の指定
をプロパティで与えます。各言語独自の組版ルールの大部分は、XSLのオブジェクトとプロ

パティの指定方法で実現できます。一方、次の項で挙げるように XSL-FOプロセサで実現し

なければならない部分もあります。

XSL Formatterと多言語組版

XSL Formatterが独自に解決している多言語組版の課題は、次のようなことです。

グリフ置換の問題

日本語や中国語の縦書きの時には、同じ文字コードを横書きとは異なるグリフで表示したり
印刷する必要があります。Windowsの画面や、Acrobatによる PDF作成はWindowsの機能で

自動的に行われますが、PDF出力オプションでは、TrueType/OpenTypeの縦書き処理用の

Featureをプログラムでセットして縦書きのグリフが表示されるようにします。アラビア語で

は、同じ文字コードが単語の開始位置、中間、終了位置でグリフが変化します。タイ語で
は、Unicodeの複数文字をまとめて一つの文字の上下に数階建てで表示します。この処理は

Windows画面と Acrobatでの PDF化ではWindowsがグリフを変化させますが、PDF出力オ

プションでは自分でグリフの置き換え処理を行います。

禁則処理

禁則処理の規則は XSLでは規定されていません。しかし、Unicodeに文字別の Line Breaking
Propertiesが定義されています。XSL Formatterは、これに準拠して禁則処理を行っていま

す。なお、行頭、行末禁則文字を追加したり、削除するカスタマイズは V2.3では変更でき

ません。将来、機能を追加します。

ハイフネーション

XSLでは、ハイフネーションのオン/オフ、ハイフネーション処理に関する幾つかのプロパ

ティを定義しています。XSL Formatterは、TeXのハイフネーション・アルゴリズムを実装し

ています。言語別の TeXのハイフネーション・パターン辞書（を XML形式にしたもの）を

使ってハイフネーションを行うことができます。ハイフネーションの頻度は、V2.3メンテナ

ンス・リリース１から Chicago Manualの頻度にほぼ同じになるように調整しました。

両端揃え（ジャスティフィケーション）とワード・スペーシング

行のレイアウトで両端揃えを指定することは、様々な言語で一般的です。しかし、両端揃え
を指定した時の改行位置の決定方法、文字間の調整、単語間の調整のルールは言語によって
異なります。日本語は、文字と文字の間隔で調整します。また、英語ではワード・スペーシ
ングが多少変化しても良いが、アラビア語では、ワード・スペーシングが変化してはなりま
せん。このためアラビア語の両端揃えでは、文字間にカシダというグリフを挿入して単語の
長さを伸ばすことで両端揃えを実現しています。

綺麗な組版

なお、英語でも、ワード・スペーシングが大幅に変化することは綺麗な組版という面では望
ましくありません。両端揃えでは、改行位置の調整、フォント・ストレッチやレター・スペ
ーシングを調整することで綺麗な組版を実現するのが望ましい。V2.3ではそこまでは実装で

きていません。高品位な出版物の組版を実現するためには、急いで解決するべき問題と考え
ています。

多言語の混在文書の組版
日本語や英語のような左から右に記述する文章の中にアラビア語やヘブライ語のような右から左に

記述する文字が混在することがあります。これを BIDI（双方向性）といいます。

XSL Formatter V2.3のご紹介
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進行方向の異なる文字が入れ子になっていると、文字の進行方向に関して曖昧さが生まれることが
あります。これを処理するため、Unicodeは BIDIアルゴリズムを定義しています。Unicodeの BIDI
は、文字の特性に基づく暗黙の部分と、埋め込み、オーバライドを明示的に制御する部分がありま
す。

XSLでは、Unicodeの方向整形コード、または、fo:bidi-overrideを使って処理を指定します。 XSL
Formatterはこれを正しく処理できます。次に簡単な例を上げます。

FOの中でアラビア語を括弧で括った文字列の場合

<fo:block>(ضص��ش)ضص��ش ENGLISH</fo:block>
括弧は、文字の方向性を持たない中立(ニュートラル)の文字です。一般的に、中立の文字は周辺の

文字の方向性に影響を受け、Left-to-Rightと Left-to-Rightにはさまれた文字は Left-to-Rightになり、

Right-to-Leftと Right-to-Leftにはさまれた文字は Right-to-Leftになります。この周辺の方向性が対立し

た場合は、上位の方向性に従うので、fo:blockの writing-modeと同じになります。

したがって、上の fo:blockは次のように表示されます。

شصض(شصض ) ENGLISH

これを回避する方法の 1つは、Unicodeの方向整形コード（RLM、RLE）を使うことです。(3)。

RLMを使った例

<fo:block>ضصش (ضصش) &#x200F;ENGLISH</fo:block>

RLEを使った例

<fo:block>&#x202B;ضصش (ضصش) &#x202C;ENGLISH</fo:block>

この二つはいずれも次のように表示されます。

)شصض(شصض ENGLISH
あるいは、fo:bidi-overrideを使って同じことを指定できます。

多言語組版の将来
これまでの組版ソフトで、ただひとつのバージョンで世界の主要な言語をすべて扱うことのできる

ものはなかったと思います。XSL FormatterV2.3によって、説明書のレベルであれば、全世界の言語を

組版することが可能になりました。しかし、V2.3では製品の説明書を漸く多言語で組版できるように

なったということであって、初級レベルをクリアしたに過ぎません。今後は、全世界の言語を高品位
に組版できる、という目標に向けて改良を続けていきたい。専門家の皆様の教えを請いたいと考えて
います。

(3)FOのデータの例では、Unicodeの LRO（U+202D：続く文字列は左から右方向として扱う。）を使ってアラビ

ア語の文字を強制的に（入力順に）左から右に表示されるようにしてます。組版後の表示順とは逆になっていま
すので注意。
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